
業務の効率化

次期三重県DX推進基盤の構築(想定) めざす効果

セキュリティと利便性
を両立した業務環境
の構築・運用

・マーケティング手法等に基づく
庁内ニーズの把握
・研修や活用事例の共有によ
るツール利用促進
・業務改善コンサルティング

業務生産性の向上
（職員不足への対応）

高い費用対効果

県民サービス向上

次期三重県DX推進基盤の構築

セキュリティリスク対応

導入ツール活用

保有データの活用

・ツールに統合されたAIにより
業務効率や利便性を向上

反映

変化する行政ニーズに柔軟に対応することで職員が働きやすい環境を整備し、県民サービス向上に資するクラウド情報基盤を構築します。

侵入を前提とした高度なセ
キュリティ対策
セキュリティ運用の標準化・自
動化

AIの効果的
な活用

活用に対する
伴走支援

セキュリティ対
策の向上

データ活用の
推進

組織風土の醸成とBIツールの
利用促進
データを活用した県政課題の
解決と県民サービスの創出

継続的な評価と改善

利用状況の
モニタリング

利用状況に応じ
たツールの評価

システム修正

変化する
ニーズに追従

Ｐ

ＤＣ

Ａ

システムの評価

定性的評価
（ヒアリング等）

定量的評価
（ログ取得等）

反映

機能精査

基本計画

統合検討

課題整理

情報基盤の
最適化

ネットワーク基盤等の最適化
回線の見直しとLBOの検討
ストレージ見直し等

把握している課題

基本計画の策定

・行政ニーズの複雑化に伴う
対応業務の多様化
・組織全体のパフォーマンスの
一層の向上
・デジタルリテラシーの向上

・活用研修等の充実
・効果的なユースケースの周知
・活用状況や職員ニーズの的
確な把握

・セキュリティ対策の一層の高
度化と利便性の両立
・セキュリティ運用管理体制の
充実とセキュリティ人材の養成

・データ活用人材の育成
・効果的なユースケースの発掘
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